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社会になんとなく疎外感を抱くことはないか。

自分の居場所などないと思えたり、自由に生きることを阻む檻のように感じたり……しかし、社
会はあらかじめ存在するのではなく、人と人の日々のコミュニケーション＝相互作用の集積から
生まれるもの、そう考えれば、おのずと社会との関係の結び方が見えてくる。

そして、「私から社会へ」を考えることは“ほんとうの自分”を振り返ることにつながる。
個と社会の問題にこだわり、よりよく生きる道を模索したジンメル思想を現在を読み解くツール
として捉え直す、気鋭の社会学者によるスリリングな試み。
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